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ブックリスト 

裾 野 市 立 鈴 木 図 書 館 

 

 

図書館からの伝言板 
 

読書ってなんだろう。 

辞書を引くと、そのままズバリ本を読むこと。 

訓読みで「よみかき」になると、文字や文章を読むことと書く

こと。 

つまり本の文字や文章を読んで、調べたことを書くことという

ことになる。 

非常に単純明快な意味。でも、読書をすることで得られる知識

はとてつもなく大きくて、時として人生の財産になっていく。 

だから読書をしよう……って、世の中そんなに単純じゃない。 

本なんて読みたくない。読むのが面倒くさい。カッコ悪い。 

そう思う人が多くいることも事実。 

否定はしない。でも、ちょっと待ってほしい。 

 

読書は嫌いと言いつつも、みんなどこかで必ず文章は読む。 

例えば、Twitter などの SNS の投稿文、ネットのニュース。 

今では誰でも使うスマホやタブレットで見る情報。 

これを読むのも、広い意味でいうと、読書になる。 

だって文字や文章を読むことが読書なのだから。 

 

じゃあ、なんで読書を嫌がる人がいるのか。 

誰かに本を読め、と強制されるのが嫌だから。 

それは当然。無理やり本を読め、これはいい本だから、と押し

付けられたら、読む気はなくす。 

だから無理に本を読む必要はない。 

 

図書館がそんなこと言っていいのか？ 

良いと思う。それは本人の自由だから。 

スマホだろうとタブレットだろうと、文に触れてくれるのが、

最初の一歩。 

中学生、高校生なんて関係ない。読みたければ、絵本も読んで

いい。好きなラノベ、マンガだっていい。 

図書館はおすすめの本を読んでもらうところではなくて、自分

の好きを探す場所。 

好きな本を見る、探す、読んでもらう場所を結びつけるのが図

書館だと思っています。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

やり続ける力～天才じゃない僕が

夢をつかむプロセス 30 Y781.5 ウ  
 

体操界のレジェンド・内村航平選手が明かす、突き抜けた結果への

圧倒的努力論。 

五輪個人 2連覇、国内外無敵の 40連勝。 

体操界の頂点を極めた“キング”内村の姿勢や思考法など学ぶべき

人生哲学が詰まった 1冊。 

 

 

僕たちの部活動がなくなる？ 

★だったら自分たちで放課後をデ

ザインしよう！ Ｙ375ア  
当たり前だった学校の部活動がなくなって、地域クラブに変わってい

く？今、公立中学校で広まりつつある流れ、 

今まで部活でできた活動がなくなるなら、自分たちで放課後の活動

を考えていけばいい！ 

発想の転換を必要とされているなら、当事者の自分たちが動き出し

ていけばいい。 

夏休みの読書感想文の参考にどうでしょう、

という本を紹介しています。 

堅苦しく、嫌々読むではなく、楽しんで 

もらえるのが一番です。 

苦手な方は短編からどうでしょう。 

教室を生き延びる政治学 Y311オ 

 

心をざわつかせる不平等、友達関係のうっとうしさ、孤立したくない

不安……学校に通っていると、色々な悩みを抱えるものです。 

些細なことがきっかけで教室に入るのに、とても勇気がいるようにな

ってしまうことも。 

そんな教室で起こるゴタゴタには政治学の知恵が役に立つ。 

学校のエピソードから人のうごめきを読み解き、社会生活をくぐり抜け

ていく方法が紹介されています。 

迷った時の参考にどうぞ。 

青春サプリ。シリーズ Y375セ 

 

運動部・文化部にかかわらず、全国の部活で活躍する“英雄たち”に

スポットを当てた青春ショートストーリー。 

バスケ部。・合唱部・バレー部・書道部・・・・・多くの部活で活躍する

中高生たち。 

悩みや葛藤、壁にぶつかっても乗り越えた先に掴んだものの尊さを学

ぶシリーズです。 

短編なので読みやすく、手に取りやすいシリーズです。 

スクランブル交差点 Y913サ 

 

交換留学生としてやってきたイタリア人のマルコ。 

高校生活を可でもなく不可もなく、ほどほどに暮らしてきた主人公は、

マルコにすっかりと巻き込まれ、熱くなっていく。 

なんとなく過ぎていた平凡な日常に、異文化の熱い風が吹いて何か

が変わりそうな予感。 

マルコが帰国してからも交流が続くが、突然巻き起こったパンデミッ

ク。新たな人間関係や選択に悩みながら、自分自身を発見していくグ

ローバル青春小説。 

子どもコンプライアンス Y154ヤ 

 

大人だけでなく子どもも SNS などのインターネットを利用する今の時

代、ネットとの正しい付き合い方を知っていますか？ 

SNSにはうそがある？いじめってなんで起きるの？ 

長年テレビ制作に携わってきたコンプライアンスのプロが子供をデジ

タルタトゥーから守るためのリテラシーの高め方を、やさしい言葉を使

って Q＆A形式で４つの章に分けて説明していきます。 

知っているつもりでも、実はとても危険なこともあるのです。 

知ることでそういったことから身を守ることを学んでみよう。 

ひとりあそびの教科書 Y790 ウ 

 

街を走る、生きものに触れる、行きたかった場所に行ってみる、「役

に立たない」ものを集める。 

「ひとり」で「あそぶ」からこそ見えてくるもの、触れられるものはたくさ

んある。 

人気評論家の著者が中学生に向け、これまで実践してきた様々な

「ひとりあそび」の方法を紹介。 

あそびに夢中になれば、自分の世界はずっと深く楽しくなることを伝

えています 

 

 

 

 

   

青の刀匠 Y913.6ア 
 

東京で暮らしていた高校生の少年。ある日、住んでいたアパートが

火事になり、父は寝たきりとなり、自身も心と体に大きな傷を抱え

た。 

島根の親類に引き取られた彼は、そこで日本で唯一の女性刀匠と

出会う。 

伝統工芸の美しさ、厳しさ、そして脈々と受け継がれていくもの。 

傷を負った少年の成長を描く青春小説。 

 

 

 

 

 

 

 

 


